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「１」 等しい間
かん

かくで白と黒に色分けした、太さが一様で重さが 50g の棒があります。

(図１)のように中央にひもをつけてつるすと、棒は水平になってつり合いました。また、１個 50g のおもりを

使って、(図 2)～(図 5)のように棒に下げて、つり合うかどうか調べました。これについて、次の問いに答えな

さい。

問 1（図 2）･(図 3)で、棒を水平につり合わせるには、   におもりを何個下げるとよいですか。

それぞれ数字で答えなさい。    （図 2）…(1)個  (図 3) …(2)個

問 2 (問１)で（図 2）・（図 3）の棒を水平につり合うようにしたとき、ばねはかりは何ｇを示しますか。

それぞれ数字で答えなさい。   （図 2）…(3)ｇ  (図 3) …(4)ｇ

問 3 （図 4）のように、棒とおもりを組み合わせると、つり合いませんでした。このとき、棒は左右どちら

にかたむきますか。下がる方を左・右の漢字１字で答えなさい。  (5)

問 4 （図４）の棒を水平につり合わせるためには、Ａ～Ｃのおもりのうちのどれをどのように動かせばよい

ですか。下から選び記号で答えなさい。 (6)

（ア）Ａを右に１目盛
め も

り （イ）Ａを左に１目盛
め も

り （ウ）Ｂを右に１目盛
め も

り

（エ）Ｂを左に１目盛
め も

り （オ）Ｃを右に１目盛
め も

り （カ）Ｃを左に１目盛
め も

り
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問 5 (図 5）のように棒とおもりを組み合わせると、つり合いませんでした。このとき、棒は左右どちらに

かたむきますか。下がる方を左・右の漢字１字で答えなさい。  (7)

問 6 (図 5)の棒を水平につり合わせるためには、同じおもり 1 個をどこにつければよいですか。(図 5)の

①～⑩から選び、番号で答えなさい。   (8)

「２」太さが同じで、長さがともに 70cm の 2 種類の金属をつなぎ合わせて、1 本の棒にしたものがあります。

(図１)のように、棒の中央(O 点)をばねはかりでつるし、43g のおもりをつるしたところ、水平につり

合いました。このとき，ばねはかりは 183 g を示しました。これについて、次の問いに答えなさい。

問 1 棒の重さは何 g ですか。数字で答えなさい。 (9) g

問 2 (図 2）のようにおもりをつるしたところ、棒は水平につり合いました。 35g のおもりは O 点から

何㎝(図中の Xcm）のところにつるしましたか。数字で答えなさい。  (10) cm

問 3 (図 3）のように、ばねはかりでつるす位置をＰ点にすると、棒は水平につり合いました。（図 1 の

おもりを外すと、棒は左右どちらが下がりますか。漢字１字で答えなさい。 (11)

問 4 (図４）のようにすると、棒のつり合いはどのようになりますか。下から選び、記号で答えなさい。

（ア）左側が下がる。  （イ）右側が下がる。  （ウ）水平につり合ったままである。  (12)
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「３」 四谷君は、(図１）のような、太さが一様でない

木の枝を使って、てんびんをつくりました。これについて、

次の問いに答えなさい。ただし、ひもの重さは考えないもの

とします。

手順① 木の枝のある１点をひもでつるして、（図 2）のように

水平につり合わせた。このとき、ひもでつるした点をＧとした。

② 点Ｇから左に 10cm の位置に重さ 5ｇの皿を、点Ｇより右側に 100 g のおもりＡをつるして、つり

合う点をさがした。このとき、おもりＡをつるした点に(図 3)のように「0ｇ」の目盛りをつけた。

③ 皿に 10g のおもり B をのせ、水平につり合うように 100 g のおもりＡを移動させた。このとき、（図 4）

のように、おもりＡをつるした点に「10g」の目盛
め も

りをつけた。

問 1 (図 2)で、ひもで支える点を、木の枝の左はしから 25cm の点にかえると、どのようになりますか。

下から選び，記号で答えなさい。  (13)

（ア）左側が下がる。   （イ）右側が下がる。   （ウ）（図 2）と同じようにつり合う。

問 2 (図３)で、「0ｇ」の目盛りは点Ｇから何 cm の位置(図中の×)につけましたか。数字で答えなさい。

         (14) cm

問 3 (図４)で、「0ｇ」と「10g」の目盛りの間(図中のｙ)は何 cm ですか。数字で答えなさい。

         (15) cm

問 4 手順③で、皿にのせるおもりＢを重いものにかえていき、水平につり合う点にそれぞれ目盛りをつけて

いきました。このとき、100g のおもりＡが一番右はしにきたとき目盛りは何 g になりますか。

数字で答えなさい。  (16) g
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問 5 このてんびんではかることができる重さを、問 4 で答えた重さよりも重くするにはどのようにすれば

よいですか。下からすべて選び、記号で答えなさい。   (17)

（ア）皿の重さだけを 10g のものにかえる。  

（イ）皿をつるす位置だけを点Ｇから左に 5cm の位置にする。

（ウ）おもりＡだけを 50g のものにかえる。

（エ）おもりＡだけを 200 g のものにかえる。

（オ）おもりＡにつけるひもの長さを短くする。

「4」 (図 1)～(図 4)の輪軸がつり合うためには、輪の半径やおもりの重さをいくらにすればよいですか。

○ア ～○エにあてはまる数字をそれぞれ答えなさい。

④輪軸を使って(図１)～(図４)のような装置を組み立てて，つリ合いの実験をしました。二れについ

○ア…(18)ｇ  ○イ …(19)㎝  ○ウ…(20)ｇ  ○エ…(21)ｇ  

「5」輪軸を使って(図 1)～(図 4)のような装置を組み立てて、つり合いの実験をしました。これについて、

次の問いに、問 2 以外はそれぞれ数字で答えなさい。ただし輪軸・ひもの重さは考えないものとします。
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問 1（図 1）で、おもりＡを何ｇにするとつり合いますか。 (22)ｇ

問 2（図 1）で、おもりＡのかわりに○あと○い の向きに力を加えてつり合わせることにします。

このとき、力の大ささは、おもりＡと比べてどうなりますか。下から選び、それぞれ記号で答えなさい。

  （ア）おもりＡの重さと同じ大きさの力。  （イ）おもりＡの重さより大きい力。

(ウ) おもりＡの重さより小さい力。    ○あ …(23)  ○い …(24)

問 3（図 2）で、ばねはかりが 50g を示すとき、おもりＢは何 g ですか。 (25)ｇ

問 4（図 3）で、おもりＣの重さが 300 g のとき、ばねはかりは 100 g を示しました。小輪の半径（図中

  の Xcm）は何 cm ですか。  (26) cm

問 5 問 4 のとき、輪軸の中心には何ｇの力がかかっていますか。 (27)ｇ


